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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和7年10月10日

有限会社　早川産業

従業員への意識づけ、掲示、啓蒙活動を行い
ながらタブレット端末などを使用した指示書
、注文書のペーパーレス化を推進し、廃棄物
削減に注力していく。　　　　　　
ハイブリッド車やEV社の導入によりCo2排出量
の削減に取り組む。

地元の学校へ文化や伝統に関する情報発信（
出前授業）を行う。
職場体験の受け入れを積極的に実施する。

多様なニーズに対応した商品を開発すること
で歴史と文化を後世に繋げながら、当社の製
品を普及させていく。

⑫つくる責任 つかう責
任,⑬気候変動に具体的
な対策を

2025年4月期実績65,000枚
2025年4月期実績0/8台。

紙の使用量を削減する。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
営業用車両の買い替えのタイミングでエコカー（EV、ハイブ
リッド）の導入。

2030年4月期までに2025年度比で
5％削減。
2030年4月期までに3台導入する。

⑧働きがいも経済成長も

⑨産業と技術革新の基盤
をつくろう

令和6年度　地元の中学生を
対象にした企業説明会に参加
。
令和6年度　製造過程で発生
する端材を保育園などへ寄贈
し木育の推進。

2025年4月期新商品開発2品目
。

新卒採用人数。
職場説明会の実施。

新商品開発数。

2030年4月期までに新卒採用3名。
2030年4月期まで年1回以上、職場
説明会を実施。

2025年10月から2030年4月期まで
に新商品開発を累計13品目以上達
成する。

重点項目について社内共有を実施。
社内会議で進捗状況の把握、改善策を検討し実行している。

・SDGs取り組み記載のページURL：hayakawa-sangyo.co.jp
・その他SDGs取り組み発信方法：ポジティブインパクトファイナンスの実行。URL：https://www.gifushin.co.jp/assets/.pdf/.release
/20250930.pdf


